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9 月 2 日専門委員会で出た主な意見 

 
 
9 月 2 日の専門委員会で、審議事項 2-2 の資料に対してだされた主な意見は次のとおり。

なお、方向性（案）については、意見が分かれた。 

 我が国にもアセット・シーリングの規定を導入すべきという意見 

(1)  1 ページの 1つ目の箇条書きの「制度が終了しない限り、それまでの間にいずれ掛金

減額が行われると考えられる」について、いずれ掛金減額が行われるという理解は誤

りであり、我が国の確定給付企業年金や厚生年金基金においては、超長期的にみても、

積立超過を解消する掛金減額は生じない、という指摘があった（参考資料 4．(3)②参

照）。 

(2)  2.の方向性（案）について、(1)の指摘を踏まえると、「実際に制度を終了すること

が予想」される場合以外でも、（常に）アセット・シーリングの評価損益を認識すべき

ではないかという指摘があった。 

 

 我が国にもアセット・シーリングの規定を導入する必要はないという意見 

(3)  我が国の制度設計を前提とすれば、（退職給付信託を除き）積立超過になるのは偶然

の産物というべきであり、通常は想定する必要はない。したがって、こうした特殊な

ケースを想定して、アセット・シーリングの規定を導入する必要はない、という意見

があった。 

(4)  超過積立が多額に存在する場合、将来掛金の減額でその全てを解消することが難し

いとしても、一部については財政再計算時の掛金改定による減額で、解消するのでは

ないかという意見もあった。 

以 上 
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